ゆうだち きゃく 

夕立の 客 

むこ ラじま 

「 …… 向島 は 夕立の 名所 だとい うが、 こり ゃァ、 悪い 

ときに 降り だした」 

「佐 原屋 は、 さぞ 難儀して いる ことだろう。 …… 長 崎 

屋 さん、 ときに、 いま 何 字で ございま すね」 

「はい、 ちょうど 七 字と 十 ミニ ュ —， r …… 」 

「ああ、 そうです か。 …… 六 字に 神 田 を 出た として、 

ちょき 

駕籠なら ば 小 泉 町、 猪 牙なら ば 廐 橋 あたり。 …… ずぶ 

濡れに なって、 さぞ、 弱って いるだろう」 

じょさい 

「 …… 佐原屋 のこと だから、 如才なく 船宿へ でも 龃け 



声が きこえ、 濶 達な 足音が 近づ いてきて、 竹簀 莫蓖を 

せ いごろう 

敷いた 次の間へ 入って 来たの が、 丸 三、 佐 原屋清 五郎 _ 

色が 浅黒く、 いい 恰幅で、 藍が かった 極薄 地 羅紗の 

ひとえ オランダ ごろ 

単衣 羽織に、 透し の ある 和 蘭 呉鋁の 帯し め、 れいの、 

お揃いの 蕃拉布 を 襟に 巻いて いる。 

水から あがった ように、 頭から 爪先まで グッシ ヨリ 

濡れた まま、 おどけた 恰好で 座敷の 入口に 突っ立ち、 

団十郎 張りの 大きな 目玉 を 笑いた そうに ギヨ 口 ギヨ 口 

させて いる。 

一同、 そちらへ 振り かえった が、 あまりお かしな 様 

子 をして いるので、 思わず 噴き だしてし まい、 



よほど 苦しかった のだろう、 手の指 を 蟹の 爪の よう 

に 曲げて 絨毯に くいこませ、 目玉が 飛び だすば かりに 

クヮッ と 眼 を 見 ひらき、 どす 黒い 舌 を 歯で 嚙ん で、 そ 

こから 流れ だした 血が 頰の ほうへ まつ 赤な 筋 を ひいて 

いる。 

佐 原屋清 五郎 は 頸に 巻きつけ ている 蕃拉 布で、 力ま 

かせに 頸を縊 めら れて 死んで いた。 

燈 灯が 消えてから、 早附 木で 灯 をと もす までの、 ほ 

んの 〔# 「ほんの」 は 底本で は 「ほんのの 匕 三分の あいだ 

の 出来事だった。 



「ええ、 ですから、 そいつ をこう して 探して いるんで 

…：- J 

顎十郎 は、 ニヤ ニヤ 笑いながら、 

「そう やって、 尻 を 持ち あげて 檐下 をの ぞいて いる 様 

子なん ざ、 ちょっと、 鳥 絵に もない 図 だぜ。 …… つ 

またぐら めがね 

いでの ことに 股 倉 眼鏡で もして みたら どう だ、 変った 

景色が 見える かもしれ ねえ。 …… お 江戸が 見える、 浅 

草が 見える ッ てな」 

ひよ ろ 松 は、 ムッ と頰を ふくらせ、 

「ひやかす の はおよ しなさい …… そんなと ころで 高見 

の 見物ば かりして いないで、 すこし 手伝って くれたら 



けがた だ ひとつの 通り道。 …… だから、 こうして、 脳 

天 を 焦して …… 」 

「まず、 無駄 だな」 

「ほう、 驚いた ね …… じ ゃァ、 そもそも どこから 入り 

こんだ と 一一 一一 n うんです」 

顎 十 郎はト ホンと した 顔つきで、 

「それ は、 おれに も わからない。 …… それで、 こうやつ 

て、 せいぜい 首 を ひねって いると ころ だ」 

「相 変らず はぐら かします ねえ、 まともに 口 をき いて 

いると 馬鹿を見る …… まあ、 それ はいいと して、 あい 

つが 屋根 を 通らなかった という ゆえん は、 ぜんたい、 



鹿 馬鹿し くって、 もう 一時 だって こんなと ころに いら 

れ やしない」 

ブ リブ リ 言いながら、 檐へ かけた 梯子 をった つ てド 

ン ドン 庭の ほうへ おりて 行く。 

顎十郎 は、 ひよ ろ 松のう しろに ついて、 ノソ ノソと 

きりづまいた 

玄関の 踏 石へ おりながら、 切妻 板の 〔# 「おりながら、 

きりづまいた きリづ まいた 

切妻 板の」 は 底本で は 「おりながら、 切妻 板の 匕 むこうの 

壁の 凹所の ほう を 眺めて いたが、 なに を 見た のか、 と 

つ ぜん、 

「おや」 

と、 おしつけ たような 低い 叫び声 を あげた。 



おぼえ はない ぞ。 ただ、 和泉屋 が今晚 やられる と 言つ 

,v J 、ぶこ 17 ジ J 」 

「こり や あ、 驚いた …… すると、 これ だけの 人数 を 伏 

せた の は、 いったい、 どういう ことになるんで」 

「つまるところ、 ぼくよ けだ」 

「ぼくよ け 」 

「敵 を 油断させる ための 遠謀 深慮 さ」 

「すると、 あなた は …… 」 

「いかにも、 その 通り、 おれの 見 こみで は、 下手人 は 

たしかに 残った 四 人の 中に いる」 

「え ッ I 
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